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   Transcatheter arterial embolization (TAE) has been widely used in the treatment of tumors 
as well as other lesions of the kidney. Complications most commonly encountered are post em-
bolization syndrome, such as flank pain, fever, leucocytosis, nausea, vomiting, or ileus. They occur 
mostly in 24 to 48 hours and its treatment is symptomatic. We experienced a renal abscess devel-
oped in a patient of renal tumor with preexisting silent urosepsis. Precise examination of silent 
infection is recommended as a preprocedure test to avoid such complications. 
                                                 (Acta Urol. jpn. 35: 1741-1744,1989) 













































































































































もあるが3・4),われ れが検索しえた限 りでは,本 邦
での報告例はまだみられていない.松尾ら1)は成犬に
1灘
F.ig7.組織 学的 所 見
absoluteethanolを使 用 したTAEの 副 作 用 と して,
腎 周 囲膿 瘍 の形 成 が み られ た と報 告 して い る が,感 染
経 路 に つ い て は言 及 して い な い,欧 米 の 臨 床 例 で は,
Magner5)らが,レ ニ ン 依 存 性 高 血 圧 症 の 患 者 に
ethanolでTAEを 施 行 し,好 気 性 菌,嫌 気 性 菌 の
混 在 した 腎 膿 瘍 が 生 じた と報 告 して い る が,そ の 感 染
経 路 は 消 化 管 由来 と推定 してい る.ま たTupper4)ら
は,腎 癌 の 患 者 にethanolを用 い て 発 熱 を認 め,血
液,尿 培 養 でProteusを証 明 した 症 例 を 報告 して い
る が,CTの 所 見 か ら腎 膿 瘍 を疑 い,穿 刺 後 の培 養
で,Proteus,Bacteroidesを証 明 して い る.こ の ほ
か に もgelformを 使 用 したTAE後 の 腎 膿 瘍 の報












られた.TAE後 の膿瘍は,抗 生物質が到達 しにくく,












に際 しては先行感染の把握が重要であ り,あらか じめ
治療により無菌化をするべきであったと反省 した,
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